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研究要旨 

 国民健康栄養調査・歯科疾患実態調査の各調査参加者を対象に、口腔の健康状態と食事の質との

関連について解析を行った。歯科疾患実態調査結果から機能歯数（現在歯数に、口腔インプラント

義歯を含めた固定性ならびに可撤性補綴装置により人工的に補われた歯数を加えた歯数）を求めた。

国民健康栄養調査結果から Dietary Inflammatory Index（DII）を求めた。DIIは食事が炎症状態

に与える影響を総合的に評価する指標である。DII スコアが負の値であるほど炎症を抑える食事で

あると評価され、正の値であるほど炎症を促進する食事であると評価される。DIIを目的変数、機

能歯数を説明変数とする重回帰分析の結果から 75 歳以上の 2016 年国民健康栄養調査および歯科

疾患実態調査参加者において、機能歯数が多いことは DIIが低く、炎症を抑える食事を摂っている

ことと関連することを明らかにした。 
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Ａ．研究目的 

 口腔の健康状態と食との関連について、未だ

明らかにされていない点を既存のコホート研究

データを利用し、解明することを目的とした。 

Ｂ．研究方法 

2016年国民健康栄養調査および歯科疾患実

態調査参加者のうち、45歳以上でデータが揃う

者を対象とした。 

歯科疾患実態調査結果から機能歯数（現在歯

数に、口腔インプラント義歯を含めた固定性な

らびに可撤性補綴装置により人工的に補われた

歯数を加えた歯数）を求めた1。国民健康栄養調

査結果からDietary Inflammatory Index（DII）

を求めた2。DIIは食事が炎症状態に与える影響

を総合的に評価する指標である。DIIスコアが負

の値であるほど炎症を抑える食事であると評価

され、正の値であるほど炎症を促進する食事で

あると評価される。先行研究3ではDIIスコアが

負の値であるほど、循環器疾患のリスクが低い。 

年齢階級別（45–64, 65–74, and ≥75歳）にDII

を目的変数、機能歯数を説明変数、年齢、性別、

喫煙状況、職業、飲酒状況、身体活動、Body Mass 

Index、高血圧症、糖尿病を共変量とする重回帰

分析を実施した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は国立保健医療科学院研究倫理審査委

員会の承認を得ている（承認番号：12430）。 

Ｃ．研究結果 

適格基準に合致した2407名を解析対象とし

た。 

 重回帰分析結果から75歳以上の年齢階級にお

いて、機能歯数が多いほど、DIIスコアが低いと
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いう負の関連を認めた（表；回帰係数=-0.051、

95%信頼区間=-0.090 to -0.012）。 

Ｄ．考 察 

補綴状況を含めた歯・口腔状況が不良である

と野菜類、魚介類、果物類の摂取が少ないとの

報告がある4。これらの食品群にはビタミン類な

ど抗炎症作用を有する栄養素が豊富に含まれて

いる。野菜類、魚介類、果物類の摂取が少ない

とDIIは高くなる。以上のことから、機能歯数が

多く、食品選択の幅が狭まっていないことで、

DIIが低くなっている（炎症を抑える食事である

と評価される）ことが考えられる。 

Ｅ．結 論 

75歳以上の 2016年国民健康栄養調査および歯

科疾患実態調査参加者において、機能歯数が多

いことは DIIが低く、炎症を抑える食事を摂っ

ていることと関連することを明らかにした。 
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表．機能歯数と DIIの関連（45歳以上、年齢階級別） 
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